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るのかをあらかじめ整理しておきたい。現在
アクティブなコンピュータの種類を四角の箱
で、横軸には計算処理能力を、また縦軸には
中心価格帯として分類し、位置づけたものが
図１である。
　この中で、メインフレームといわれるカテ
ゴリーのコンピュータであるMark I 出現の
1944年がすべてのルーツといわれる。メイン
フレームは、汎用コンピュータ、大型コン
ピュータ、ホストコンピュータともいわれる
（以下ではメインフレームとする）。今日まで
の六十数年間、重要な役割を果たす位置を占
め続けている。その後、1964年のスーパー・
コンピュータ、1968年の組込型コンピュータ
₁．はじめに
　「互換性」はハードウェアやソフトウェア
が、仕様の異なるものに置き換えられた上で
も、元通りの動作をするという状態のことを
いう。本来の英語は、Compatibilityに対応し
ているが、その範囲に関して、ややあいまい
に使われている場合もある。その互換性は、
コンピュータの出現以来のキーワードのひと
つであり続けていた。但し、そのキーワード
は、21世紀を10年過ぎつつある今、大きく変
容しつつある。逆説的に言うならば、互換性
の言葉にしがみつくことは、今日のITの動向
を理解するためには、阻害要因にもなりうる
というのが、本稿での仮説であり、主張であ
る。本稿で示す個々の内容や実証事例は、一
般的に理解されている事実のみを扱っている。
その事実を互換性に対する階層の観点より、
俯瞰しながら再編成しなおし、歴史的な事実
に照らし合わせる。その後に、提示する仮説、
「互換性の重要性の低下」の実証をいくつか
の事例より試みる。
　さて、その主張に入る前に、様々な種類や
特徴のあるコンピュータの種類を分類し、そ
れぞれが大まかに、どのような位置づけにあ
キーワード ：互換性、F互換、パーソナル・アプリケーション、メディア
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図₁：コンピュータの種類の分類
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る各互換の位置を示したものである。
　まずは、プログラムインターフェース互換
（Programming interface compatibility、以下P
互換）である。通常言われる互換性は、この
P互換であり、ハードウェアとソフトウェア
の境界の仕様が完全に合致しているかを問う
ものである。その中核となる命令セット、入
出力、プログラム制御、記憶の各方式、シス
テム構成などの基本方式をアーキテクチャー
として、ハードウェアと別項目として、取り
上げられることもあるが、この分類ではハー
ドウェアに含める。P互換は２つの要素から
構成される。第1は、機械語レベルでのプロ
グラミング互換（P1）である。第２は、ア
プリケーションインターフェース層のプログ
ラミング互換性（P2）であり、以降必要に
応じて区別する。
　一方、一般利用者にとって求められるアプ
リケーションの互換性をF互換（Functional 
compatibility）とする。通常のcompatibility
でいう互換性には含まれない概念である。利
用者の要件を満たすための機能が、あらかじ
め情報機器に組み込まれていて、その機能が
仕様やメニュー表示などにより具体的に提供
を含めたマイクロコンピュータ、1973年の
ワークステーション、1976年のパーソナル・
コンピュータ（以下では、パソコン）といっ
た順序で出現した。携帯電話に関しては、無
線電話機能以外のインターネット接続可能な
メールなど、デジタル処理ができるように
なった1999年以降の機種を「ケイタイ」とし
て扱うことにしよう。どの種類のコンピュー
タにおいても、技術進歩の早い分野であった
ので、互換性を保ちながらも、いち早く新技
術と新機能を取り入れ、より価格性能比の高
い新機種に交代していく必要があった。
　なお、パラダイムとは、トーマス・クーン
の唱えた言葉であるが、ここでは一般的に使
われている時代の思考を決める大きな枠組み、
すなわち誰もが当然重要であると認識してい
た認知バイアスのこととしよう。今回の議論
では、「互換性」がパラダイムであり、パラダ
イムの変容とは、その互換性と平行した別の
可能性に移ることを示唆している。
　さて、本稿での全体の構成を示しておこう。
まず第２章で互換性の概念を構造的に把握す
る枠組みを提供する。第３章で、ITにおいて
互換性がいかに大切であったかを、歴史的な
２つの事件を通して振り返る。第４章では、
コンピュータの中で多くの需要を占めるメイ
ンフレームとパソコン、ケイタイに焦点を当
て、各節にてそれぞれのコンピュータの持つ
専用アプリケーションが、専用機を代替しつ
つある事例を取り上げる。
₂．互換性の階層構造
　ここでは、実装の上から全く異なる領域の
互換性を区別したい。図２の左側はコン
ピュータ実装を階層モデルで示した全体の構
造図である。図の右側矢印が本稿の論点であ
図₂：互換性に関する構造図
― 97 ―
「互換性」パラダイムの変容に関する研究
装において階層を考えることはない。狭義の
ハードウェアとソフトウェアを含め一体の広
義のハードウェアとして扱う。一方、汎用機
は、多種の目的で使われることを想定する。
しがって、共通部分と個別に必要になる専用
部分の区分が必要になる。オペレーティング
システムやハードウェアに相当する部分は、
その共通部分となる。汎用機では、アプリケー
ションの入替えにより専用部分が変化し、共
通部分と協調しながら機能を遂行する。汎用
機でのアプリケーション利用あるいは専用機
は、目的に応じて選択されるが、性能や使い
勝手において、専用機は一般的に優れる。汎
用機は、いろいろなアプリケーションが動作
することを想定しているため、対象とするア
プリケーションの目的には不必要なものまで
抱え込む部分が生ずる。オペレーティングシ
ステムの肥大化は、これに相当する。とはい
え、テクノロジーの進歩の恩恵に浴し、一般
的なハードウェア性能の向上と相まって、か
なりの過負荷分に関しては吸収されながら進
歩していったと考えられる。
₃．互換性の重要性を巡った歴史的事件
3.1　IBM産業スパイ事件
　1982年６月22日に日立製作所や三菱電機の
社員など計６人が、米IBMの機密情報に対す
る産業スパイ行為を行ったとして逮捕された
のがIBM産業スパイ事件である。図２でいう
メインフレームでのP層をめぐる互換性の重
要性を物語る歴史的事件であった。
　この背景、およびそれ以前の業界での動向
に触れておこう。この時期のコンピュータの
市場は、ほぼ実質的にはメインフレームが占
めていた。その中で、業界の80%以上を占め
ていたIBM社の提供するオペレーティング･
されることとする。
　このF互換も、２つの側面に関して必要に
応じて区別する。第１は、既存のものと同様
な操作環境をもち、操作レベルに関して互換
であること、加えて機能面でも同一機能、ま
たは類似の機能がアプリケーションにより提
供されること（F1）である。但し、最終結
果として品質が同一に保証されることを意味
しない。機器の物理的制約があるためである。
実行に移されるためには、その品質低下が致
命的でないと見極められる必要がある。第２
は、利用者の作成した資産としてのデータや
情報を共有化できるファイル・レベルの互換
性（F2）である。F1互換とF2互換は、互い
に独立な関係にある。
　各互換性の４レベルにおいて、前提とする
互いの階層関係はない。通常の場合は、利用
者は機能に関しては知ることができるのでF
互換の有無はわかりやすい。機能や仕様とし
て明示されることも多い。一方、P互換に関
しては下位層にある。利用者には見えにくく、
一般的には公開されず、ブラックボックスと
されることも多い。先述したように互換性は
伝統的にはP互換を意味し、F互換である必
要はなかった。当初は、コンピュータへの指
令の仕方などは、特別な訓練を受けたオペ
レータという職が対応した。高額なコン
ピュータのハードウェアに対して、オペレー
タの人件費はとるに足らなかったので、再訓
練しなおせばよいと考えたのである。パソコ
ンにおいても、普及前夜にはスキルレベルは
高く、学習意欲も高いパソコンの利用者が多
かった。そのため、操作上の互換性に関して
も、あまり言及されることはなかった。
　ここで、４章より関連してくる専用機と汎
用機の関係も整理しておこう。専用機は、実
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でも仕様の異なるところがあったり、また仕
様が同じとしても実装が異なることが当然あ
り得た。その表面上の違いを対応表にして違
いを吸収するコンバージョンソフトウェアも
存在した。この種のものはあったとしても、
実現された機能の微妙な差異によって動作し
ないことがあった。その問題点の解明のため
に、やはり多大なワークロードを必要とした
のである。システムソフトウェアの問題解決
はさらに複雑である。情報が少ないときにこ
そ完全互換が必要とされる。P2互換を保つ
ためには、仕様の記述書だけでなく、設計仕
様としてのソースコードが必要となるのであ
る。市場参入者にとって、マニュアルを含め
た設計仕様書関連情報は、ぜひ入手したい情
報である。しかし、競合会社であるので原理
的に不可能である。この問題は期間を要して、
違約金とクロスライセンスという形で法的に
決着がつき、和解に至ったのである。
3.2　パソコンのクローン排除競争
　メインフレームにおける互換性と同様なこ
とは、IBM産業スパイ事件から数年遅れて
IBM PCのパソコン市場の成長期において発
生した。ここにおいても互換性は重要な課題
のひとつであった。
　パソコン市場はアップル社が先行していた
が、その技術仕様は公開されていなかった。
先発メーカーとして、初期より情報公開する
メリットは何ら存在しないためである。一方、
後発でパソコン市場に参入したIBM社は、P1
互換に相当するインターフェースを公開した。
ハードウェアの信号レベルと唯一の知的資産
である基本入力システムのBIOSというソフ
トウェアが対象である。BIOSの全ソースコー
ドを含む技術情報を、一般向けに別売りのテ
システムがあった。その下で、利用者は自社
開発したビジネス用アプリケーションのパッ
ケージを動作させる必要があった。ソフト
ウェアが動作し、機能を享受するためには、
IBMハードウェアの命令セットの完全に動作
するP1互換レベルが必要であった。その基
本 と な る 情 報 は、System/360ま た は370 
principles of operationというIBM社の技術マ
ニュアルに記述されていた。それはハード
ウェア設計のとりかかりになるアーキテク
チャーの記述書でもあり、IBM顧客に提供さ
れた。そのIBMのマニュアルと実際の機械を
もとに、最下位にあるハードウェアレベルの
互換機を作ることはできた。
　一方、ソフトウェアただ乗り批判論、新た
なハードウェアの力をフルに出しきれていな
い、利用者へのきめ細かな対応を可能にする
などの要求に対処するためには、さらに上の
P2互換でのプログラム互換も要求された。
そのために互換機メーカーは、自前でオペ
レーティングシステムを開発する必要があっ
た。そのP2レベルでは、先のマニュアルとは、
別次元の情報が必要であった。
　P互換においては、完全で強い互換性が求
められた。ソフトウェアは例え99.9%互換で
も、動作は安定せず、役に立たない。その残
りの0.1%が実行されると、ソフトウェアの
暴走が起こるのである。その差異が、致命的
であり、異常終了ということも良くあること
である。
　COBOLやFORTRANをはじめとする高級言
語といわれるハードウェアに依存しないプロ
グラミング言語を使用しアプリケーション・
プログラムを開発することは、下位レベルの
細かな相違を回避するための一手段であった。
しかし、そのプログラム言語においても若干
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4.1.2　商用機能
　商用においても、やはり専用の計算機が使
われていた。タイプライター、固定小数点型
の単能計算機、キャッシュレジスターが代表
的なものであった。1887年のホレリス式機械
のパンチカードシステムは、電気式の統計機
械であった。カード入出力をもとにデータ処
理をする機械であり、穿孔機、検孔機、分類
機、会計機などの単能機から構成された。国
勢調査をはじめ、経営の近代化、事務能率の
向上を目的として普及した。パンチカードの
入出力機能が基本で、大容量性の重要な単純
な反復事務処理計算、一括してデータ処理の
できることが必要とされた。これらの機械の
プログラムは固定的で、機械自体を変えずに
はプログラムの変更はできなかった。それが
配線の切り替え（外部プログラム方式）によ
り可能となった。さらに電子式計算方式（内
部プログラム方式）の採用によりEDPSとし
て進歩を遂げていった。EDPSは、業務にお
ける種々の手順を、オペレータを介すること
なく、プログラム化して管理でき、データ処
理がシステムとして扱えるものであった。
4.1.3　機能の汎用化の動き
　前々項で述べたように、商用目的と科学技
術計算用のコンピュータは計算の目的を異に
する全く別の使用者がいて、それぞれに必要
とされる機能も異なっていた。したがって、
あえて統一する必然性もなく進歩していった。
　この関係を一転させたのが、IBMのシステ
ム360である。どの方面のアプリケーション
も処理可能なことを目指した汎用機であった。
システム360は、性能の低いハードウェアか
ら高いハードウェアまで、同一オペレーティ
ングシステムのアーキテクチャー環境で動作
クニカルリファレンス・マニュアルとして提
供した。この戦略は成功し、多くの周辺機器
メーカーやソフトウェアメーカーがIBM PC
の市場に参入した。より低価格のIBM互換機
が出現し、BIOSメーカーも出現して市場は
活発化した。
　パソコンの分野ではオープン政策を採用し
てきた本家のIBMは、自社製品の市場での地
位が互換機メーカーに侵食されていく対策を
マイクロチャネルとして1987年に打ち出した。
　しかし、市場において受け容れられず、こ
の合法的な互換性市場においてIBM社は勝利
することはできなかった。結果的には、2005
年にパソコン部門をレノボ社に売却し、この
事件は幕を閉じた。
₄．汎用IT機器の歴史的変遷
4.1　メインフレーム
4.1.1　科学技術計算機能
　計算機自体は、1642年にパスカルが機械式
加算機を試作したのがはじめといわれている。
実装方式は、歴史的に機械式、電気式、そし
て高速処理が可能な今日の電子式計算機へと
推移してきた。1946年にモークリーとエッ
カートが開発した世界初の電子式コンピュー
タがENIACである。コンピュータのアプリ
ケーションは、利用目的、用途からは、科学
技術計算用と商用とに分類して考えられる。
当初の目的は、軍の弾道計算の高速で精度の
高い計算処理、いわば科学技術計算のために
開発された。その後の一般利用の科学技術計
算では、何ビットの浮動小数点演算が可能か、
計算速度や精度が重要であった。高速計算を
するために、制御や演算部分のハードウェア
中心に特化した専用機としての歩みをとげた。
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コンピュータに対抗する文化として生まれた
ものともいわれる。処理速度は遅くとも、ま
た機能は限定されていたとしても、個人で持
つことの可能なパーソナルな要求に耐えうる
ことを目指して開発されたのである。メイン
フレームとは異なり、店頭で商品が販売され
て一般人を利用対象者としていた。
　ビジネス利用とパーソナル利用は明快に区
別できるものではないが、暫定的にでも定義
しておく必要がある。ここでは複数人数で組
織目的のものはビジネス利用とみなし、ビジ
ネス・アプリケーションとする。また、個人
の裁量の単独作業にて実施できるパーソナル
利用のものをパーソナル・アプリケーション
とする。メインフレームでの科学技術計算用、
商用でのビジネス利用は言うまでもなく前者
であり、家庭でのプライベートな利用は後者
の典型である。片方のみの条件、すなわち企
業などにおける個人利用、及び家庭での仕事
利用に関しては、個人が主なのでパーソナル・
アプリケーションに含める。それぞれの特徴
を単純化するならば、ビジネス・アプリケー
ションは、基本的に定型で大量なデータを扱
い、パーソナル･アプリケーションは非定型
でデータ量が少ないことである。
　ビジネス、パーソナルいずれの場合も、あ
る一連の手続きを、繰り返し必要とする場合
がある。その機能を果たす場合に、プログラ
ム化をするが、その判断基準は使用頻度であ
る。アプリケーションとして非定型でデータ
量の少ない、あるいは使用頻度が低いとプロ
グラム化することのメリットは少ない。多く
のパーソナル利用において、利用者は、プロ
グラムを開発する手間と比すると、操作量の
増加はやむをえないと考えるだろう。
　次項より、汎用と専用をキーワードに、パー
させることができた。図２でいうP2の階層
で、オペレーティングシステムの持つ機能を
前提として、アプリケーションインター
フェースにより、オペレーティングシステム
の機能を呼び出し、処理を進めるという考え
方である。
　今日においては、一般的な科学技術計算用
コンピュータと商用コンピュータという区別
は、それほどされなくなった。一般的科学技
術計算の多くはメインフレームのこの汎用機
能にて処理できる。研究所などで、より計算
能力の必要となる新たなアプリケーション分
野は開拓されてはいるものの、超高速計算の
需要は限定的であろう。その分野では、計算
機能に特化した浮動小数点演算などの命令
セットをもつ独自のプロセッサーを開発によ
り、極限の性能を求めるべく、スーパー・コ
ンピュータとして独自の変化を遂げ続けてい
る。
　前章での1980年代の２つの事件の発生の頃
は、メインフレームもパソコンも、アプリケー
ションが未成熟で、その数も、また満たされ
るべき機能も、発展途上段階にあった。P1
またはP2互換の条件が満たされれば、それ
より上位層は、アプリケーションを含めて、
自ずと満たされ動作可能である。したがって、
後発メーカーとして互換機路線をとることは、
労少なくこの市場に参入するための妥当な戦
略なのである。
4.2　パソコン
4.2.1	 メインフレームとパソコンのアプリ
ケーションの特徴
　専門家により管理された密室の世界でのコ
ンピュータ利用を、個人にまで開放したコン
ピュータがパソコンである。メインフレーム
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ソナル・アプリケーションに関して主として
掘り下げる。すなわち、専用の機械や道具、
メディアなどの機能の一部を汎用な情報機器
であるパソコンのF互換で代替される部分が
増大していった経過を検討する。
4.2.2	 プログラミング機能としてのパソコ
ン
　1980年代をパソコン時代前期とくくること
にしよう。その頃の典型的な利用者像はどの
ようであったろうか。当時は、メインフレー
ムでプログラミングすることのできる利用者
層と重なる部分は少なくなかった。ビジネス
利用で仕事と関連していたとしても限定的で、
組織からパソコン利用が認知されていた場合
は少なかった。したがってパーソナルな利用
の比重は多くを占めていた。
　当時のパソコン利用形態を２つあげるとす
れば、プログラミング開発機能とゲーム機能
といえるだろう。この頃のパソコンでは、プ
ログラミングができることは必須であった。
標準として備えていたプログラム言語は
BASICであった。補助記憶装置としては、ス
ピートや品質の点でも劣るカセットテープな
どが利用されていた。
　メインフレームでの仕事を、より小型のコ
ンピュータでダウンサイジングした処理でど
こまで可能かということも関心がもたれた。
しかし、初期のパソコンはあまりに力不足で
あった。また、メインフレーム用のBASICと
パソコン用のBASICは仕様が大幅に異なり、
相互のデータはコード変換をしたとしても、
プログラム動作性はほとんどなかった。プロ
グラムのソースコードをデータとみなせば、
部分的にF2互換を満たしていたという程度
で、P互換のレベルは殆どなかった。後に、
パソコン用のCOBOLコンパイラも販売され
たが同様な問題が生じていた。一方、SASの
ような統計パッケージのソースデータは、英
数文字が基本であったこともあり、相互に利
用可能であった。
　入出力を含めた動作環境は、補助記憶装置
のディスクなし、本格的な磁気テープもなし
と、通常のビジネス環境とは異なるし、プロ
セッサーの違いから機械語レベルも当然なが
ら異なる。したがって、互換性は論理的な一
部のレベルに限定され、そのままでアプリ
ケーションが動作するものではなく、パソコ
ンとメインフレームの間には大きな溝が存在
した。
　そのような事情もあり、パソコンでの用途
は、新規プログラム開発用か教育用とする程
度の位置づけであった。また価格帯はメイン
フレームと比べれば、安価といえども、一般
個人が容易に手に入れられる価格ではなかっ
た。そのためメリットの明確に出やすい分野
でのビジネス利用を主に発展した。その結果、
メインフレームのビジネス利用と同様な道を
歩んでいった。なお、今日のパソコンにおい
ては、このプログラミング機能は、標準では
なくなり、一般的利用においては不要なもの
となっている。
　もう一つの利用者でのアプリケーション形
態は、プログラミング作業の傍ら行われてい
たゲーム利用であろう。当時はBASICに関し
てはハードウェアのROMとして標準で提供
された。オペレーティングシステムの役割も
一部担う役割もあった。そのため、ゲームを
開発することも、あるいは他者の作成した
ゲームを動作させることもできた。ゲームは
BASIC言語や機械語で書かれているのが通常
であり、異なる企業のパソコンではやはり動
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卓機能のあるアプリケーションが身近にあれ
ば、それを利用するだろうし、全く別なハー
ドウェアである電卓を使用することもある。
専用機であるにしろ汎用機のアプリケーショ
ンにせよ、内部処理的には２進数化して計算
させるため、実質的には同じ結果になる。計
算速度がかかりすぎるということも、今日で
は少ないだろう。単純な答えを求める簡易電
卓の市場はF互換でおきかわる。関連した科
学技術計算も一部の機能をパソコンは代替し
ている。
　商用機能の事務処理計算においては、縦横
集計や並べ替えの必要性は高い。メインフ
レームでの商用計算とも同様な処理が必要で
あったとしてもデータ量は比較して少ない。
したがってキーボートからの入力で対応でき
ることもある。電卓を片手に、見積書を作成
するというようなことも不要になる。売上製
品の単価と数量を入力さえすれば、自動再計
算ができ、検算をしなくてすむようになった。
この種の表計算アプリケーションは、家庭利
用でも重宝された。ファイル作成後のワーク
シートに組み込まれた関数やマクロ機能が動
作すれば、F2互換はあることになる。こう
して簡易な計算やデータベース的蓄積に関す
るメインフレームでの商用計算の一部をF互
換しうる分野は増大していった。
　以下に述べるのは、新たに登場してきた利
用者個人の裁量にて任される本来のパーソナ
ル・アプリケーションについてである。計算
利用以外には、正式なビジネス文書の作成な
どのタイプライター的利用がある。手書きで
書かれた原稿を活字で印刷するための清書機
としての和文タイプライターや専用ワープロ
が存在した。
　一方、1980年代半ば以降のパソコンの一人
作しなかった。専用のゲーム機はカートリッ
ジのソフトウェアやディスクを交換するアプ
リケーションの入れ換えにより、全く異なっ
たゲームにすることができる。このような使
い方は、汎用機では特徴的である。最新で最
先端のゲームでは、高解像度で高速のグラ
フィックス機能などを前提とするものもある。
時には、パソコンの標準的ハードウェア機能
よりも高度なものすら要求されることもある。
表面上は、ほぼF互換であるものの、P互換
性を要求する場合もある。今日では、専用の
ケーム機とパソコンによるアプリケーション
とは、互いにすみわけをしている。
　1990年代から今日に至るまでをパソコン時
代後期とくくることにしよう。この頃でもプ
ログラミング機能を利用する需要は残ってい
る。しかし、利用者の裾野の広がりによって、
プログラミングを必ずしも得意としない人た
ちまでを巻き込むこととなった。今日では、
そのような利用者層が多数派になっている。
彼らは、自らプログラミングをせず、他者に
よって開発されたアプリケーションを活用し、
ビジネスやパーソナルな目的に利用すること
が主である。したがって、求められるパソコ
ン機能はブラックボックスで良いので、使い
勝手の良いものとなってきたのである。
4.2.3	 アプリケーション・マシンとしての
パソコン
　本項では、パソコンによる代表的なパーソ
ナル・アプリケーションを、まずはビジネス
的利用の分野から順に検討していきたい。
　最初は、計算機としてのアプリケーション
である。初期の頃には、簡易な計算をするた
めでも、プログラム言語を利用して計算のプ
ログラムを書かねばならなかった。もし、電
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一台へ向かった普及とともに状況は変化して
いった。エンドユーザーがワープロなどを事
務担当者任せでなく、自分自身で使用して処
理するようになったのである。日本語による
本格的な文書作成の処理もできるようになっ
た。こうして、事務の機械化は一気に進展し
た。こうして、パーソナル・アプリケーショ
ンとしてのワープロの位置は定着し、F互換
となった。
　高度な外部出力表示機能もある。外部出力
表示機能の一例として、静止画では回転式の
35ミリスライド映写、動画では映写機などが
ある。講演や学会などにおいて、聴衆に情報
を伝達するときに、専用機として映写機が存
在した。今日では、プレゼンテーション・ア
プリケーションが、それらをF互換で代替し
ている。
　家庭用アプリケーションの一つとして、
フォトフレームなど、パソコンの出力機能と
して動くデジタルアルバムも、画像表示アプ
リケーションのスライド表示にて表示媒体を
F互換し実現されたものと考えられる。
　テレビに関しても同様である。地上波デジ
タルやワンセグなど適当なアダプターを用意
すれば、画面サイズの大きさは別としてテレ
ビ機能ももつF互換になる。別の大きな画面
上に射影することもでき、デジタル表現力は
高く、音質における問題も少なくなっている。
　このように、高度な入出力の周辺機器を伴
うパソコンでの表現力が高まってくる。する
と、パソコンは制御の役割をし、周辺機器と
あわせたシステムとして、ひとつのハード
ウェアとみなすこともできる。そのような２
つの組合せで構成すると考えれば、構造的に
はF互換になる。そこで、このような場合を
拡張F互換として、広義のF互換に含める。
パソコンというコンピュータに特徴的な拡張
性を持つが故の付加価値といえる。
　このように考えてくると、他の既存の手続
きもアプリケーション化され、F互換あるい
は拡張F互換となるものは少なくない。その
結果、簡易なものはF互換になる。情報を知
るために一度画面で見れば済んでしまうもの
に関しては、そのための機器や道具と置き換
わる。さらに高度な入出力機器を伴うものは、
拡張F互換となる。こうして長期的には、従
来からある専用機器の類を持つことの重要性
は徐々に低下していく。
　ワープロが普及し始めた頃においても、画
面で見たとおりの情報がハードコピーで入手
することは困難を極めた。グラフィックユー
ザー・インターフェースをはじめとする技術
の成熟によって、その困難さを克服できた。
その結果、画面イメージ通りの文書をプリン
ターに印刷機として機能させる役割を提供し
たのである。
　大量のコピーをする必要のある場合もある。
コピー枚数の指定、縮小指定など、きめ細か
なことが、パソコンとプリンターの印刷機能
で十分にできる。スキャナーの入力機能と組
み合わせれば、一般的な場合においては、コ
ピー機の機能はカバーされる。これは拡張F
互換である。
　このように高度な外部出力印刷機能は従来
のハードコピーの紙による情報入手から、ソ
フトコピーでの情報入手へとメディアの変革
をもたらしつつある（メディアとは情報を載
せる媒体のことである）。必ずしも大量でな
い情報を獲得するために、紙のような媒体を、
本当に必要としているか。必要なときに画面
で見られるので、あえて印刷は必要ないとい
う状況になれば、印刷されたハードコピーで
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識が一般的であった。いまや時代は、一般的
なパソコンでも、大容量を記憶することが可
能である。そこでは、従来考えられなかった
分野までのアプリケーションが出現している。
最近まで拡張F互換であったものが、パソコ
ン本体の補助記憶量の増大化において処理可
能となる。そのようなF互換ですむように
なってきている例を、辞書や地図や、ファイ
ルキャビネットの３点に関して見ていこう。
　まず辞書である。伝統的な辞書の文字情報
に関しては完全に、さらに図や写真までを含
めて補助記憶装置に入るようになった。あま
り必要とされないものまで装備されている場
合すらあるといえるだろう。電子ブックにお
いては、国語辞典だけでなく、英和辞書、和
英辞書、その他健康関連の書籍なども十分に
収容でき、まだ余裕のあるくらいのディスク
容量が保たれ、事前導入され、持ち運び可能
な紙メディアのF互換となっている。
　同様なことは地図帳においても言え、地図
に関連する情報が補助記憶の中、またはネッ
ト上に存在する地図アプリケーションにより、
F互換となる。旅行や出張などは、訪問先の
情報を収集しなくてはならない。その情報は
膨大な量になる。社会の変化とともに地図情
報の陳腐化も激しい。また、地図を開いて情
報を検索し、関心のあるところに印をつけた
い。これらのことは、今日の大容量化、高速
化により解決され、やはり紙メディアのF互
換が可能となっている。さらに付加価値とし
て、時刻表や乗り換え案内など、従来の地図
にはなかったナビゲーションのシステムも提
供できる。日々刻々と変わるダイナミックな
情報まで付加され、さらにシミュレーション
までできるようになり、有益性を高めている。
　従来、書類をしまっておくスペースとして、
ある「紙」メディアをソフトコピー化するF
互換となる。
　入出力拡張の一環ともいえるのだが、通信
機能も大きく革新を与えたアプリケーション
である。通信機能にはホスト端末機とカジュ
アル通信の２種類がある。前者は、メインフ
レームとペアで通信により動作する。開発す
る側からすると、専用機のホスト端末機はマ
イクロプログラムとしてハードウェアで通信
手順を持つか、パソコンのアプリケーション
として機能を実現するかの違いでしかない。
開発の手間は似たようなものである。結果は、
パソコンによる端末エミュレーション機能に
て代替されF互換できている。
　後者のカジュアル通信は、家庭やスモール
ビジネスでの使い方が主である。IP電話は、
個人的な重要な利用のひとつであり、伝統的
電話の機能を代替している。ファックスも同
様である。利用頻度が高くないときには十分
にファックス専用機の機能を、ファックス・
アプリケーションにより代替しうる。これら
もみなF互換である。
　パーソナルな通信のアプリケーションのメ
ディアのひとつとして、手紙などの占める位
置は大きい。電子メールの機能と普及により、
便箋や封筒の必要性が少なくなった。年賀状
などを含めた郵便物も減少した。紙メディア
にF互換の影響が出てきているのである。さ
らには、ノートでも同様で、紙にアイデアを
転記せず、直接に情報機器に入力することは、
デジタルなメディアによるF互換である。こ
こでもソフトコピー化の方向に進んでいるこ
とを意味する。
　大容量蓄積機能も、その特徴としてあげな
くてはならない。従来の記憶装置は高価で
あったため、多人数にて共有するものとの意
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ファイルキャビネットは不可欠であった。
PDFファイルなどで電子化されたオフィスに
おいては、キャビネットで書類を捜すことは
不要で、ネットワークを介して自席にいたま
まで、キャビネットの中の情報を検索するこ
とができる。自分の補助ディスクに全データ
を取り込むことも決して無謀なことではなく
なってきた。このように、ファイルキャビネッ
トにおいても、紙メディアのF互換である。
　以上、パソコンという汎用な情報機器のプ
ラットフォームの上で、動作するアプリケー
ションが個別の用途の機能を持った専用機や
紙メディアを代替しつつあることを、いくつ
かの例をもとに見てきた。新規のアプリケー
ションゆえに、P互換の必要性はないのであ
る。2010年においても、パソコンはF互換を
する定番の位置を占めている。一方、よりコ
ンパクトな日常持ち歩くための、よりパーソ
ナルなアプリケーションを動かしうる万能な
情報機器への期待も高まっている。果たして
今後ともパソコンが、F互換の定番の位置を
守り続けられるだろうか。
4.3　ケイタイ
4.3.1	 アプリケーション・マシンとしての
ケイタイ
　パソコンは、メインフレームのビジネス・
アプリケーション機能をダウンサイジングし、
代替していった。この歴史と同様に、パーソ
ナルな機器やパソコンによるパーソナル・ア
プリケーションをケイタイは徐々に代替しつ
つある。ケイタイでのメニューに提示される
標準的なアプリケーション機能にて提供され
つつあるためである。これらのアプリケー
ション機能との代替に関して、前節と同様に
比較検討をしていきたい。
　出張や旅行の時に、鞄の中に持参する荷物
はパーソナルで重要なものの象徴である。機
器や文具を含めて、持参する同種の情報機器
に加えて、それぞれの電源コードやケーブル、
そしてバッテリーなどを用意する必要のある
時がある。容量とともに、重いことで苦痛度
はさらに増すことも多いだろう。万能な情報
機器に一本化することが可能ならば、そのほ
うが望ましい。
　電話は、ケイタイの本来の固有な機能であ
る。使い勝手、電話に要求される新機能や柔
軟な追加の側面から、固定電話機能を代替し
ているF互換で、パーソナル･アプリケーショ
ンでは不可欠なものである。
　次に述べるのが、時計機能である。最近腕
時計を使わず、ケイタイを常時持っているか
ら十分だという若者が増加している。ストッ
プウォッチや目覚まし時計といった別の機器
も組み込まれ、F互換である。
　カメラ機能も忘れてはならない。カメラ機
能がケイタイに付加されることは一般的であ
る。画素数や高度な機能の必要な時以外はカ
メラ専用機ではなくケイタイにて十分な場合
も少なくない。カメラ自体の性能画質のこと
にこだわらない場合においては、ケイタイに
よるF互換といえるだろう。
　携帯音楽プレイヤー機能も重要な機能であ
る。本来はパソコンにもあった機能である。
日常で音楽を聴くというライフスタイルでは、
ケイタイで提供されるF互換は魅力である。
音源チップも内蔵され、音質が劣るというこ
ともなくF互換である。
　ビジネス用途などでの利用もあり得る。例
えば、ICボイスレコーダー機能である。重要
な会議などで、ボイスレコーダーにより録音
しておきたい時もある。電話機能に付随する
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より広い画面で、より高機能な処理可能なケ
イタイは、スマートフォンとも呼ばれる。ア
プリケーション・マシンで記した例のように、
パソコンで実現されていたパーソナル・アプ
リケーション機能を、画面の大きさがほぼ同
一なタブレット型の機器やスマートフォンに
移行することは比較的容易である。その際に
要求されるのは、緩いF互換だけである。こ
のケイタイを中心とするアプリケーション化、
多機能化への流れを阻むことは誰にもできな
いだろう。
　一方、ケイタイには、拡張性を伴う拡張F
互換の考え方はないので、パソコン機能を完
全に置き換えることにはならないと考えられ
る。
₅．まとめ
　本稿では、従来重要な価値と考えられてき
た互換性に関して、パーソナルな汎用の情報
機器が浸透するにつれ、その重要性は下がり
つつあること、専用機を汎用機の専用アプリ
ケーションがF互換により代替しつつあるこ
と、P互換の重要性が低下してきていること
を論じてきた。
　IBMシステム360の出現により、汎用大型
機の商用利用と科学技術計算利用はビジネス
分野が同一プラットフォーム化した。パソコ
ンにおいては、パーソナル・アプリケーショ
ンが豊かである。その結果、従来からあった
パーソナルな専用機やメディアを一部、ある
いは全面的に代替するF互換の地位を確保し
た。
　ケイタイにおいては、そのようなパソコン
へのアプリケーション化への取り込みの波を
受け継いだ。こうして、パーソナル・アプリ
ケーションのプラットフォームはケイタイに
マイクロフォンなので、性能は不十分なもの
のF互換といえるだろう。
　さらに、各種メモ機能もあるだろう。辞書、
メモ帳、スケジュール帳がある。アイデアを
記すなど、パソコンで代替するより有利であ
る。ノートやスケジュール帳に記すことと同
様に紙メディアのF互換である。パソコンの
アプリケーションにもあったものだが、ケイ
タイではより手軽である。それを電子化する
かどうかは、個々人の入力のスピードや好み、
発想の仕方で変わり、F互換といえども採用
段階では意見が分かれるかもしれない。
　新聞・雑誌などの閲覧機能も、小さな画面
ながら利用されている。テレビもワンセグ放
送などF互換である。電子マネーに関しても、
物理的な貨幣を代替して支払うF互換とみな
すことができる。これらのようにケイタイで
のアプリケーションの広がりにより、F互換
の大きな広がりが提供されているのだ。
4.3.2	 ケイタイからスマートフォンへ
　単能機のみで世界を席巻するということは
今後はありえないのではなかろうか。ケイタ
イといえども、携帯可能な当初の電話機のま
まの固定機能で、デジタル化による多機能性
を伴わなかったとしたら、今日的な普及は疑
わしい。共通するハードウェアやオペレー
ティングシステムを基本共通部分として委ね、
汎用化する。そうすれば、ソフトウェア開発
者は本来のアプリケーション開発部分に専念
できる。そうした機能の役割分担が功を奏し
て、今日の豊かなアプリケーションになった
のである。
　個人の本格的な作業をパソコンにて実行す
ることは自明なこととなっている。その作業
のいくつかは確実にケイタイに移りつつある。
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移りつつある。今日での主役は、汎用機から
パソコンに、さらにパソコンからケイタイへ
変わっている。それとともに、Compatibility
は、もはや争点ではありえなくなったのであ
る。
　今日のパソコンは、初期のプログラムする
情報機器とは異なり、様々なアプリケーショ
ンの揃ったアプリケーション・マシンに変容
している。パーソナルな分野でのアプリケー
ションにおいて必要な互換性の位置づけは変
容しているのである。互換性の意味する領域
は、より広義となり、あえてポータビリティ
と区別されずに曖昧なまま推移していく可能
性も残されている。しかし、冒頭に述べたよ
うに広義の互換性（図２の全体）と狭義の互
換性（P1層のCompatibility）は語源的にも異
なるので、区別される必要のあることを再度
強調したい。以上述べてきことから、今後は
３章で挙げた1980年代の２つの事件のような
P互換のレベルでの争いは、起こらないと結
論づけられる。既にゲームのルールは、変わっ
てしまっているのである。その変容後の姿に
関しては次稿にて触れることにしたい。
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